
組立説明書
ミューレックス スライデスク

耐荷重：１５ｋｇ

お客様へ
安全のためにお読みください

この度は、弊組合製品をご購入頂き誠にありがとうござ
います。当製品をご使用頂く前に、必ず本紙「組立説明書」
をお読みください。

組立の際は以下のことを守り作業を行って下さい

手袋　　　　　　を使用し
必ず二人以上で作業を行ってください。



各パーツ名称

天板
側板（左）

側板（右）

スライドレール外（右）

スライドデスク

スライドレール外（左）

スライドレール内（右）

×1

×8
奥行サイズにより
数量が変更します。

床への傷を防ぐために必要です。

取付ける際に必要です。

ご用意する道具など

プラスドライバー

毛布やダンボールなどの養生材

メジャー

設置する高さを測る時に使います。

ダボ金具

デスクユニット

梱包材料リスト

組みあがった状態でお届けします。

ダボ金物

警告

誤った取り扱いをすると死

亡または重傷を負うことが

想定される内容です。

注意

人が傷害を負う可能性が想定される

内容および物的傷害のみの発生が想

定される内容を示しています。

この絵表示は、してはいけない

「禁止」内容です。
この絵表示は、必ず行う「強制」内容です。

※ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や家財の傷害に結びつくものです。

安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。

※表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる事故や障害の程度を、次の表示で説明いたします。

安全上のご注意表示について　　　　　　　　　　　　　　　　　　



警告

小さいお子さまには絶対に作業を

させないでください。

※けがを負うおそれがあります。

注意

薬品類は、それぞれの注意表示

に従って正しくお使いください。

※使い方を誤ると、人体に悪影響を

及ばしたり、故障の原因になる事が

あります。

スライドデスクに座らないでください。

事故に繋がる恐れがあります。

お子様が乗ったり、押したり、遊んだり

しないように注意してください。

事故に繋がる恐れがあります。

・普段はからぶき雑巾で掃除して

ください。

・塗れた雑巾を使用する場合は

固く絞ってお拭きください。

・汚れの強い場合は、中性洗剤

をうすめた水を含ませた布でふ

きとってください。その後の乾拭

きも行ってください。

※水のかかった状態のまま放置する

と内部に水がしみこみ、割れやふくれ

の原因となります。

磨き砂の入った洗剤の使用は避

けてください。

※キズになるおそれがあります。

たわしや硬い布は表面にキズが

つきますので、使用しないでくだ

さい。

※キズになるおそれがあります。

机にスプレー式の薬品・殺虫剤・化

粧品を吹き付けないでください。

※つや落ち、変色する事があります。



組立方法
ミューレックス スライデスク

注意 裏返す際、スライドデスク部分が動き
ます。二人以上で作業してください。

注意
レールを引き抜く際は必ず手袋を着用
の上、指を挟まないように気を付けて
作業をしてください。

天板

側板（左）側板（右）

スライドデスク

レバーを操作

分解　手順 製品を設置するためには
必ず分解する必要があります。

①組み立て済のデスクユニットを裏返して布や傷の付き

にくいものの上に置いてください。

②スライドデスク部分をユニットから引き抜きます。

※引き抜く際にはレール部分のレバーを操作して
ください。
※左右で操作する向きが違います。

④分解完了

プラスドライバー

③写真の金物のネジを全て緩め側板と天板を分離します。

ドライバーは25°の角度で差し込み半時計回りに

半回転することで緩めることが出来ます。

作業イメージ図

作業道具



組立方法
ミューレックス スライデスク

側板（右） 側板（左）

ダボ金物の取付け部分

レール レール

前側 前側

注意 天板をのせる時に指を挟まないよう
に注意して作業をしてください。

取付け手順①

①側板 2枚にあるダボ穴にダボ金物をねじ込みます。

※2枚併せて 8箇所取り付ける部分があります。

②システム収納へ側板（右・左）を取付けます。

本体側の穴にダボ金物を合わせて差し込み、

メジャー等を利用し両側同じ高さで設置してください。

※丁番がある位置には付けられません。

③側板の間に天板をはめます。

この時、天板の金物に側板の内側にある

ピンが合うようにつけてください。

④内部下部から組み立て金物を全て締め固定します。

作業道具 プラスドライバー

作業イメージ図

はめ込みイメージ図

ドライバーは25°の角度で差し込み時計回り

に半回転することで締めることが出来ます。

一般的には机の高さは70cm前後です。

もしくはイス座面から天板の高さまでが30cmが使い

やすいとされています。

～参考までに～

収納本体へスライドデスクユニットの設置



組立方法
ミューレックス スライデスク

注意

レールが正しくはまっていない状態で作業を行うとスライドデスク

が落ちて怪我をする可能性があります。またレールが破損する可

能性があります。

レールをはめる時指などを挟まないように気を付けて作業してく

ださい。

⑥側板のレール (スライドレール外）とスライドデスク

のレール（スライドレール内）をはめ合わせます。レー

ルの高さを合わせ、スライドデスクを押し込みます。こ

の作業は二人以上で行って頂くと安全です。

⑦押し込む際に堅いことがありますが、レールがしっか

りはまっていることを確認しながら奥まで押し込んでく

ださい。一度奥まで押し込むと二度目以降はスムーズに

動くようになります。

⑤天板の設置により側板が固定されました。

〇印の場所はしっかりはめ合わせてください。

取付け手順② スライドデスク部の設置～完成まで



組立方法
ミューレックス スライデスク

完成

本製品はシステム収納との間にクリアランスを設け製作しております。
その都合上、システム収納と本製品の隙間が目立つ場合がありますが、製品
的な不良ではありません。あらかじめご了承のほどよろしくお願い致します。

本製品ご使用の皆様へ



使用方法
ミューレックス スライデスク

スライドボルトをロックした状態で無理

に押し込むと破損することがあります。
注意

デスクとして使用する時は、引き出し後デスク奥
にある左右のスライドボルトを指で押しデスク
を固定してご使用ください
※指をはさまないよう気を付けてください。

※机に多少のガタつきがありますが、レールの構
造によるものなので、問題はありません。

スライドボルトを固定した状況です。
※写真は右側部分です。左側部分も同様に固定してく
ださい

上記通りに固定した上で、デスクとしてご使用ください。



株式会社リ・クリエイティブ
お問い合わせ

TEL （03） 3945-2340（平日のみ9時～17時）
mail  shopmasten@panekyo@panekyo.rs.shopserve.jp
web  https://www.panekyoshop.net/
    http://www.panekyo.or.jp/
　　　　

販売代理店


